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第３節 ● 就学前の子供に対する食育の推進
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幼稚園における食育は、食べる喜びや楽しさを味わい、様々な活動を通して食べ物への興味
や関心をもったりするなどし、食の大切さに気付き、自ら進んで食べようとする気持ちが育つ
ようにすることが大切です。
本園は福井県永平寺町の南西部に位置し、吉野ヶ岳とそこを源流とする荒川等に囲まれた自

然豊かな小規模の園です。また、小学校に隣接していることから、小学校や地域の方とのつな
がりも深く、園の行事には地域との交流を積極的に取り入れています。
本園では毎年、地域の農家の方の畑を借りて、地域の方と一緒に「サツマイモの苗植え・収

穫体験」を行っています。畑では、サツマイモ以外にも、スナップエンドウやタマネギ等、い
ろいろな作物に出会うことができます。「これ、食べられるの？さわっていい？」と幼児が関
心を寄せると、当初の予定になくても地域の方が幼児の願いに応えてくれて、葉や実に触れた
り、時には収穫したりと、活動が広がっていきます。苗植え後も、幼児は畑へ水やりや散歩に
出かけ、地域の農家の方との交流を続けながらサツマイモの生長を見守っています。
直近の芋掘りでは、食育を通して地域の方との関わりをさらに深めたい、という園の思いを

伝えていたため、芋掘りの当日に地域のたくさんの方が畑に集まってくれました。幼児は自分
が苗を植えた場所を掘ってサツマイモを収穫し、「私の、大きい！」、「僕のは、恐竜みたい！」
と歓声を上げながら、地域の方と共に喜んでいました。新たな取組として行った「焼き芋会」
にも、準備の段階から地域の方が関わっています。「焼き芋会」の１週間前に、地域の方が園
に材木を持ってきたときには、幼児が「なに？これ。」、「ぼくも持ってみたい。」と興味を示し、
材木を運ぶお手伝いをすることになりました。重くて大きな材木を友達と一緒に運ぶことは、
家庭や園ではなかなかできない体験でした。「焼き芋会」の当日は薪
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割
わ
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イモが焼けるのを待つ間には地域の方と焼き芋じゃんけん等の手遊びもできました。幼児から
は「おいしいね。もっと食べたいな。」などの声が聞かれ、ホクホクの焼き芋を皆で一緒に食
べることのおいしさや楽しさを感じていました。後日、幼児から「お礼の気持ちを伝えたい。」
という声があがり、地域の方にお手紙を届ける活動につながっていきました。
このように、幼児が地域の方と一緒に土に触れたり、収穫した作物を食べたりすることで、

地域の方への感謝の気持ちが育まれるとともに、食べ物への興味、関心が広がっていきました。
今後も、地域の方とともに、地域の自然の恵みに感謝する気持ちを大切に育んでいきたいと思
います。
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